
第６学年学習指導案

日 時 平成２１年１２月１６日 ５校時

場 所 仙台市立東二番丁小学校 理科室

提案者 仙台市確かな学力研修委員会

授業者 綿 引 達 朗

１ 単元名 電流のはたらき

２ 単元について

（１）目 標

導線に電流を流すと磁力が発生することに興味をもち，鉄心に巻いた導線に電流を流した物が

電磁石であることや電磁石の極は電流の向きによって変わることをとらえる。さらに，電磁石の

働きを変える方法について追究する活動を通して，電流の働きについて条件を制御して調べる能力

を育てる。また，身の回りの電磁石の利用について調べたり，電磁石を利用した道具やおもちゃを

作ったりする活動を通して，物の変化の規則性についての見方や考え方を養う。

（２）指導計画〔１５時間扱い 本時 ８／１５〕

次 時 主な学習活動 評価規準（評価の方法）

第

一

次

①

一本の導線に電流を流し，方位磁針を

近付けると針が振れたりマグチップが引

き付けられたりするという現象を体験さ

せ，電流は導線の周りに磁力を発生させ

る働きがあることを知る。

《興味・関心》

導線に電流を流す活動を通して，導線は磁力を発

生していて，永久磁石と同じような性質があること

について興味をもって調べている。

（発言・ノート記録）

②

巻いた導線に虫ピンが引き込まれる現

象から，一本の導線より巻いた導線の内

側が強い磁力を発することに気付き，巻

いた導線をコイルと呼ぶことを知る。

《知識・理解》

巻いた導線に電流を流すとその内側には導線が

一本の時より強い磁力を発生し，その巻いた導線を

コイルと呼ぶことを理解している。（ 発 言 ・ ノ ー ト 記 録 ）

③

・

④

コイルに鉄心を入れたおもちゃで魚釣

りゲームを楽しんだり仕組みを調べたり

する活動を通して，鉄心に導線を巻くと

「電磁石」になることを知る。また，導

線を 100 回巻にした電磁石を作る。

《興味・関心》

電磁石を利用したおもちゃで遊んだり仕組みを

調べたりすることを通して，その仕組みを理解し，

進んで 100 回巻電磁石を作っている。

（観察・製作物）

第

二

次

⑤

電磁石は永久磁石と同様にＮ極Ｓ極が

存在すること，また永久磁石とは異なり

極が変化することを方位磁針で調べる。

《知識・理解》

方位磁針を用いた実験で電磁石にもＮ極とＳ極

が存在することをとらえている。（ 発 言 ・ ノ ー ト 記 録 ）

⑥

磁力を発生している導線を巻いたコイ

ルに鉄心を入れると磁力が強くなったこ

とから，それ以外の磁力を強くするため

の方法について実験の計画を立てる。

《科学的な思考》

電磁石の働きを強くする方法について考え，電流

の強さや巻数（鉄心・導線の太さ）などの方法につ

いて実験の計画を立てている。（発言・ノート記録）

⑦

電磁石に流れる電流を変えることで，

釘の引き付けられる数や方位磁針の振れ

方が変化する現象から電磁石の働きが変

わることを調べる。

《技能・表現》

電流の強さを変えたときの電磁石の働きについ

て，他の条件を制御しながら定量的に調べ，まとめ

ている。 （観察・ノート記録）



第

二

次

⑧

電磁石の導線の巻数を変えることで，

釘が引き付けられる数や方位磁針の振れ

方が変化する現象から電磁石の働きが変

わることを調べる。

《知識・理解》

巻数を変えたときの電磁石の働きについて，他の

条件を制御しながら定量的に調べ，巻数を多くする

と電磁石の働きは大きくなるが，電流の強さには影

響を与えないことを理解している。（観察・発言）

⑨

「電流の強さ」と「導線の巻数」以外

で電磁石の強さを変化させる方法（導線

の太さ・鉄心の種類など）について考え，

条件を制御しながら調べる。

《科学的な思考》

電磁石の働きを変えると考えた要因について，電

流の強さや導線の巻数など条件を制御した実験方

法を計画している。 （観察・ノート記録）

第

三

次

⑩

電磁石の実験中に導線が熱くなったこ

とから，電流の導線を発熱させる働きに

興味をもち，電熱線で発泡ポリスチレン

カッターを作る。

《興味・関心》

電磁石の導線が熱くなっていたことから，電流の

発熱させる働きに興味をもち，発泡ポリスチレンカ

ッターを作る。

（観察・製作物）

⑪ 電熱線の太さによって発熱の程度が変

わることについて，発泡ポリスチレンの

切れる時間などで定量的に調べる。

《技能・表現》

ニクロム線の太さを変えたときの発熱について，

他の条件を制御しながら定量的に調べ，まとめてい

る。 （観察・ノート記録）

⑫

電熱線の発熱についてまとめ,身の回

りの道具で電気を熱に変えているものを

調べたり,使ってみたりする。

《興味・関心》

電熱線の太さによる発熱の違いについてまとめ

たり, 電気を熱に変えて利用している身の回りの

道具を進んで調べたり使ったりする。（観察・発言）

第

四

次

⑫

⑬

モーターやベルなど電磁石を利用した

物を調べ，それらの仕組みを参考にして

電磁石を利用したおもちゃや道具を工夫

して作る。

《技能・表現》

電磁石の性質や働きを利用して，おもちゃや道具

を工夫して作ることができている。

（製作物・発言）

⑮

生活を便利にする電磁石を利用した物
についての資料を読み，エネルギーと環
境について考える。

《興味・関心》

電磁石の性質や働きを利用した物や環境に及ぼ

す影響について進んで調べ，電磁石の工夫を見直し

ている。 （発言・ノート記録》

３ 指導にあたって

（１） 単元について

本単元は，学習指導要領の改訂に伴い，学習する時期が 6 年から 5 年へ移行する。今年度は，移

行措置のため，5 年と 6 年の 2 学年で学習することになる。新しい学習指導要領では，5 年Ａ（３）

「電磁石の導線に電流を流し，電磁石の強さの変化を調べ，電流の働きについての考えをもつこと

ができるようにする。」に基づいて設定されている。

児童はこれまでに，電気については，3 年生で豆電球と乾電池を使い，電気を通す物（材質）や

電気を通すつなぎ方について学習してきている。4 年生では，乾電池や光電池に豆電球やモーター

をつなぎ，直列つなぎと並列つなぎの違いや光電池の働きなどについて調べ，電気の働きについて

の考えを深めてきた。また，磁石については 3 年生で永久磁石を使い，磁石に付く物や鉄の磁化作

用，極の性質などについての考え方を身に付けてきた。以上のように，児童は電気と磁石を別単元

で学習してきており，両者が互いに関係し合っているという見方や考え方をもっていない。

したがって本単元では，まず一本の導線に電流を流し，それに近付けた方位磁針の針が振れたり



マグチップが引き付けられたりするという現象を体験させ，電流は導線の周りに磁力を発生させる

働きがあることをとらえさせる。次に，その導線を巻いたコイルの内側に虫ピンが引き込まれる現

象から，電流を流したコイルの内側には導線が一本の時よりも強い磁力が発生することに気付かせ，

コイルに鉄心を入れた電磁石へとつないでいく。電磁石について調べる活動では，「電流の流れて

いるコイルは鉄心を磁化させる働きがあること」「電流の方向が変わると電磁石の極が変わること」

「電磁石の強さは，電流の強さや導線の巻数などによって変化すること」をとらえられるようにす

る。電磁石の性質や働きを理解した後には，それらを利用したものづくりをしたり，身の回りで様々

な電磁石が利用されていることを調べたりすることによって，興味・関心をもって追究する態度や

電流の働きについての見方や考え方を確実に養えるようにする。

また，本単元が第 5 学年に移行することから，「条件制御の能力の育成」をより重視する。特に，

電磁石の強さを調べる実験では，変える条件と変えない条件を制御した実験を徹底させ，実験結果

を表などに整理し，考察を行うようにしなければならない。

（２） 児童について

男子９名，女子１６名の学級である。校区は市の中心に位置し自然に触れる機会が限られている

ため，児童の自然事象への興味関心はそれほど高いとは言えない。また，それらについての知識は

図書資料やインターネットで得られたものであり，実感を伴って得られた知識は少ない。これまで

の授業の中でも，自然事象について予備知識を有してはいるが，理由を挙げながら予想を述べたり

見通しをもって実験を進めたりすることが難しい児童の姿が見られた。

ここまでの６年理科の学習では，「ものの燃え方」「植物の体のはたらき」「動物の体のはたらき」

「生き物のくらしと環境」「大地のつくりと変化」について学習してきた。〔予想→実験方法の立案・

観察の観点設定→グループ実験・観察→グループでの話し合い〕という学習過程を繰り返し踏むこ

とで，自らが立てた計画の基に見通しをもって学習を進められるようになってきている。ただ，結

果を基にして自分なりの考察を述べたり，友達同士で話し合いながら自然事象の性質や規則性に迫

ったりするところまでには至っていない。

３年「Ａ（４）磁石の性質」，４年「Ａ（３）電気の働き」にかかわらせて本単元の事前調査を

行ったところ以下の傾向が見られた。永久磁石については，多くの児童が「引きつけられる物」や

「異極同士では引き合い，同極同士では退け合うこと」という性質については理解しているが，「磁

化作用」や「切断した際の極」については知識があいまいだった。電気については，「モーターを

速く回す方法」を問うたところ，「電池を複数に増やす」という回答が多く「複数の電池を直列つ

なぎにする」や「電流を強くする」と答えられた児童は学級の４分の１に満たなかった。加えて，

多くの児童がモーターで動く車を速く走らせることには興味・関心をもって取り組むことができた

が，モーターに電磁石が組み込まれているという内部構造までを追究した児童は１名であった。

これらの結果から，磁石と電気についてそれぞれの性質や規則性を確認した上で，これまでには

目を向けていない「電気が磁力を発する」という現象について実感をもたせながら追究させたい。

また，電磁石の強さの変化をとらえさせるために，実験を繰り返すことができる場を設定し体験的

な活動から，その要因や規則性，関係を推論できるように指導をしていくことが必要であると考え

る。



（３） 指導の方向について

平成２１年度の仙台市標準学力検査では，中学校１年理科「電流の働き」について以下の結果が

出ている。

出題のねらい 仙台市正答率 期待正答率

電池の数や巻数が異なる電磁石から，電流の強さが同じものを

指摘する。
２２．７ ６０．０

誤答傾向を見ると「電池２個を直列つなぎにした際に電流が強くなること」さらに，「コイルの

巻数は電流の強さには影響を与えないこと」の２点について定着が図られていない児童が多く見ら

れる。

これは，４年「電気の働き」の学習内容である電池１個のとき，並列つなぎのとき，直列つなぎ

のときのそれぞれの電流の強さの違いについて，定着が十分に図られていないことが第一の要因と

して考えられる。また，この単元は「電磁石の強さは，電流の強さや巻数によって変わる」という

内容をとらえさせるため，「電磁石の強さ」に着目させて学習を進めることが主である。「電流の強

さ」については条件の一つとして取り上げられるが，児童にとっては解決すべき主目標ではないた

め意識付けされにくいのではないかと考える。電磁石の回路に電流計を入れ，条件として「電流の

強さ」を意識付けての実験が徹底されていないことが第二の要因として考えられる。これらの要因

により，正答率が低くなったのではないかと考える。

このことを踏まえて，本単元の指導に当たっては，以下の３点について工夫・改善を図る。

① 電流と電磁石の関係に目を向けさせる指導計画の改善

第一次では，電気と磁石が互いに関係し合っているという見方や考え方を確実にもたせること

を意図し，電磁石を取り上げるのではなく電流を流した一本の導線を取り上げる。シンプルな一

本の導線を用いることで，永久磁石の性質と比較しながら電流と磁石の関係に目を向けることが

できると考える。そして，コイル，さらに 100 回巻の電磁石の作製というように，段階的に電磁

石のつくりを学ぶ単元構成にし，コイル，鉄心など複数の物が組み合わされている電磁石の追究

に移行する。

第二次の「電磁石の強さ」を追究する段階では，４年「電気の働き」で学習した直列つなぎが

モーターの回転数を増すという内容を受け，初めに「電流の強さ」を焦点化し，電流の強さを変

えることで電磁石の強さも変えられることを押さえる。その後，本時で扱う「巻数が異なる電磁

石の強さ」でも，巻数の異なる電磁石について整理した上で，「電流の強さ」に意識を戻すなど，

常に電流と電磁石の関係に目を向けることができるような指導計画となるようにした。また,

「導線の太さ」など他の方法についても，電磁石の強さが変わった要因を電流と磁力のかかわり

をイメージさせながら考えさせていく。

② 多面的な推論を促す指導過程の工夫

本時では，「電磁石の強さ」と「電流の強さ」の関係を焦点化できるように，まず，巻数の異

なる電磁石の強さの変化を電池１個で比較する。その際，電流計をつないで正確な電流の強さを

測ることについてはあえて触れずにおく。次に，巻数の多い電磁石がより強い働きをもっている

ことを押さえた上で，「電流の強さ」に目を向けさせる。前時の「電流が強くなると電磁石も強

くなる」という学習内容との関わりから，児童は巻数が多くなり電磁石の強さが変わったことに

伴って，そこに流れる電流も強くなり電磁石の強さが変わったという錯覚を起こすのではないか

と考える。「巻数の異なる電磁石の強さ」と「その際，電磁石に流れる電流の強さ」を問うこと

で，児童は「電磁石の強さ」と「電流の強さ」の関係について様々な要因から推論することとな

ると考える。



③ 要因や規則性，関係について推論を促す言語活動の工夫

要因や規則性，関係を推論する際にモデル文を提示し，それらを用いて説明させる機会を多く

設定する。予想の段階では「～であれば（になれば），～であろう。（となるだろう。）」，考察の

段階では「結果から，～ということが言える。」などのモデル文を活用させ，考えを発表させる。

このことで，児童は既習事項や生活で得た知識と関係付けた予想をしたり，結果を整理して考察

したりできるのではないかと考える。さらに，モデル文を活用した発表を交流させることで，客

観的に性質や働きをとらえることができると考える。また，その際「導線」「コイル」「鉄心」「巻

数」「電流の強さ」「電磁石の強さ」などの用語を区別させ繰り返し活用させることで，理科の用

語を定着させる。

４ 本時の指導

（１）ねらい

電流の強さが同じでも，導線の巻数が変わると電磁石の強さが変わることをとらえる。

（２）本時の指導にあたって

本時は，電池が共に１個ずつで巻数が 100 回と 200 回の電磁石を提示し，釘を引き付けさせる様

子を観察させる。前時には，電流の強さを変えることで電磁石の強さを変えることができることを

押さえている。そのため，児童は巻数に目を向け，巻数が多いほど電磁石の働きが強くなると予想

すると考えられる。そこで，グループごとに釘を引き付ける実験をさせる。その際，より客観性の

ある結果を得られるように複数回実験を行わせ，その平均値を求めさせる。各グループで出した結

果から，電磁石の働きは導線の巻数によって変化することをまとめる。

本時では，ここで電池１個に条件を制御していた電流の強さに目を向けさせたい。「電流の強さ」

については条件制御の一つではあるものの，「電磁石の強さが変化したことから付随して電流も強

くなったのではないか」と「電池の数は同じだから電流の強さも同じなのではないか」という異な

った予想をする児童がいるのではないかと考える。この考えのずれを取り上げて，「電磁石の強さ」

と「電流の強さ」を混同させない指導をしていきたい。



（３）準備物

・100 回巻電磁石 ・200 回巻電磁石 ・釘 ・電流計 ・ミノムシクリップ

（４）指導過程

学習活動 主な発問と児童の反応 教師のかかわり ※評価

１ 前時の学習を振

り返り，本時の学習

課題をとらえる。

２ 予想する。

３ 実験をして結果

を確認する。

４ 条件の一つであ

る電流の強さに目

を向けさせる。

５ 考察し，まとめ

る。

○前の時間は電池１個と電池２個直列つな

ぎの電磁石の強さについて調べました。

どちらの働きが強かったですか。

・２個直列が釘を引き付ける働きは強い。

・電池１個では釘が 10 個，２個では 22

個付いたから，電池２個の方が強い。

○今回は電池１個で，導線の巻き数が電磁

石の強さを変えるかについて調べます。

・導線の巻き数の多い方がたくさんの電

流が流れ，電磁石も強いに違いない。

○100 回巻と 200 回巻の電磁石では，引き

付ける力は変わるのだろうか。

・導線の巻き数が多くなれば，電磁石の

磁力は強くなるだろう。

・100 回巻が 200 回巻になれば，クリッ

プを引きつける数は倍になるだろう。

○100 回巻と 200 回巻の電磁石に釘を近付

けて，引き付ける数を確かめよう。

・200 回巻の平均は約 20 本で，100 回巻

の平均は 7 本だった。

○200 回巻が引き付ける力が強いようです

が，電流の強さはどうなのでしょう。

・引き付ける力が強いのだから，電流も強

いに違いない。

・どちらの電磁石も電池の数は１個で変わ

りないのだから，電流の強さは同じだ。

○それぞれ電磁石に流れる電流の強さを，

電流計で測定しましょう。

・どちらも 0.9A で，電流の強さは同じだ。

・電池１個なのだから電流はやはり同じ。

・電流が同じでも多く巻いてある導線から

たくさんの磁力が発生していると思う。

○コイルの巻数と電磁石の強さには，どん

な関係があるのでしょう。

・200 回巻に釘が多く付いたという結果か

ら，巻数が増えると電磁石の強さも強く

なるということが言える。

・ただし，電流の強さが変わっているわけ

ではない。

○電流の強さを変えた際の電

磁石の強さについて振り返

らせる。電流の強さと電磁石

の強の関係を確認しておく

ことで，実験後に再び電流に

目を向けられるようにする。

○前々時の予想より，巻き数が

電磁石の強さに影響すると

考えた児童の予想から問題

をつくる。

○100 回巻と 200回巻の電磁石

について条件をそろえてい

ることを確認した上で，モデ

ル文を用いて予想を述べさ

せる。電流計での計測はあえ

て触れずにおく。

○それぞれの電磁石で釘を引

き付けさせる際には，複数回

の実験から平均を求めさせ，

客観性のある結果とする。

○結果から電磁石の引き付け

る力は，巻数が多いほど強い

ことを確認する。その上で，

電磁石に流れる電流の強さ

に目を向けさせることで，

「電磁石の強さ」と「電流の

強さ」についてかかわらせて

考える段階を設ける。

※電流の強さが等しくても巻

数が多くなれば，電磁石の働

きが強くなることをとらえ

ることができたか。（観察・発言）

○「巻数」「電流の強さ」「電磁

石の強さ」というキーワード

を提示し考察させる。全体で

考察を共有させ，電磁石の巻

き数が多くなると，電流の強

さは変わらないが，その働き

は強くなることをまとめる。

導線の巻数を増やすと，電磁石の強さはどうなるのだろうか。



（５）本時の評価

具体の評価規準
電流の強さが同じでも，導線の巻数が増えると電磁石の強さが変わることを

とらえることができたか。

十分満足できる状

況と判断する姿

電池の数が同じであることや電流計での測定値にほとんど差がないことか

ら，導線の巻数が増えても電流の強さに変化はないが，電磁石の強さが変化し

たことを理解している。

ねらいに達成でき

ていない児童への

手だて

100 回巻と 200 回巻の電磁石についないだ電流計に目を向けさせながら，そ

れぞれの電磁石が引き付けた釘の本数の違いを比べさせたり，その際の電流計

の針が示す値を確認させたりする。

（６）板書事項

予 想

強くなる 変わらない

実 験

100 回巻，200 回巻の電磁石が引き付ける釘の

数を比べる。（３回の平均値）

結 果 ※平均値

100 回巻 200 回巻

１班… 9 本 20 本

２班… 10 本 21 本

３班… 11 本 18 本

４班… 9 本 19 本

５班… 8 本 20 本

考 察

・巻数が変わると電磁石の引きつける力は

強くなるということが言える。

・ただし，電流の強さは変わらない。

※板書事項補足（移動式黒板）

電流の強さは？

強くなる 変わらない

〔電流計の測定値〕

100 回巻 200 回巻

0.9Ａ（1Ａ） 0.9Ａ（1Ａ）

変わらない

導線の巻数を増やすと，電磁石の強さは

どうなるのだろうか。

。

・電池が磁石のエネ

ルギーだから巻数

は関係ない

・一本の導線よりコ

イルにしたときの

方が強かったから

・導線が多ければ，

そこからたくさん

の磁力がでるから

・強い磁力を発して

いるから,電流も

強くなっている

・電池 1 個ずつな

のだから電流の

強さは同じ


